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研究成果の概要： 
薬の開発から使用に至るさまざまな現場で生じる倫理的・法的・制度的問題を包括的に解明し，

理論編と実践的なケース検討編を包括した教科書『薬剤師のモラルディレンマ』，及び「薬の歴

史と文化を学ぶ」教科書を作成し，まもなく刊行の見通しである。これらは現役薬剤師及び薬

学生が具体的なケース検討を通じて＜薬をめぐる倫理＞を学び，薬の興味深い歴史と文化的背

景を通して薬についての認識を深めるためのテクストとして，薬学界における倫理教育に明確

な方向性や教育プログラムを提示すると期待される。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,800,000 1,440,000 4,800,000 

２００７年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

２００８年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

年度  

  年度  

総 計 14,000,000 4,200,000 16,760,000 

 
研究分野：社会哲学 
科研費の分科・細目：（分科）哲学 （細目）哲学・倫理学 
キーワード： 倫理学，薬学，薬をめぐる倫理，薬剤師の倫理教育，薬の歴史・文化 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）薬をめぐる環境が，開発・製造から治

験，販売，使用に至るまで，大きく変化し，

それに伴って，さまざまな倫理問題が噴出し

ている。しかるに，薬は医療のなかで大きな

位置を占めながらも，医療倫理学のなかで薬

をめぐる倫理を包括的に扱った研究はごく

わずかであった。 

（２）平成 18 年度より薬学教育が６年制に

延長され，このなかで倫理観育成が最重点課

題の一つに挙げられているにもかかわらず，

それを教える人材も明確な教育プログラム

もない状態であった。 

（３）薬をめぐる倫理問題を包括的に研究し，

薬剤師の倫理教育プログラムを構築すること

は急務の課題である。この課題に応えるため

には，さらに薬の歴史的背景と文化的文脈を

ふまえることも必要である。 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2006～2008 

課題番号：18320009 

研究課題名（和文） 薬の倫理学と薬剤師の倫理教育プログラムの構築 

および薬の歴史文化論的研究 

  

研究課題名（英文）Ethics for Pharmacy: Development of Ethics Education Program 

 for Pharmacists and the History of Pharmacy  

研究代表者 

松田 純（MATSUDA JUN） 

静岡大学・人文学部・教授 

研究者番号：30125679 



 今日求められる倫理的・法的問題について

の考究，薬剤師倫理教育プログラムの構築，

薬の歴史と文化の研究，この三課題への総合

的・学際的な研究が必要とされていた。 

 
２．研究の目的 
（１）薬の開発・製造から治験，販売，使用

に至るまでの倫理的・制度的諸問題を包括的

に研究し，わが国における「薬をめぐる倫理」

の基盤を形成する。  

（２） その成果をもとに薬剤師の倫理教育プ

ログラムを開発する。さらに，臨床現場で直

面する複雑なケースについて，具体的な判断

ができるような実践的手引き書を作成し，薬

学生教育と現役薬剤師の生涯研修のための教

科書として刊行する。 

（３）ホリスティックな自然療法や統合医療

が注目されるなか，薬と人間との長い歴史的

関わりを薬の歴史文化論として解明し，現代

における薬への関わり方を捉え直す。 

 
３．研究の方法 
（１）薬業界各分野の実情を調査し，薬をめ

ぐる倫理的・法的・制度的問題を洗い出すた

め，薬業界各分野の専門家から実情を聴取し，

倫理・制度面及び歴史文化面から対話を深め

る。 

（２）薬剤師の倫理教育システムを構築する

にあたり，薬剤師及び薬学生，看護学生の職

業意識及び倫理教育の現状の調査を実施した。 

（３）薬剤師が現場で直面するモラルディレ

ンマの検討を進めながら，薬をめぐる倫理を

系統的に整理する。理論編とケース検討編か

らなるテクストを作成し，薬学部授業や薬剤

師研修で試行し，さらなる改訂を行う。薬剤

師の倫理教育のための実践的学習プログラム

を提示する。 

（４）薬の歴史的・文化的背景について国内

外で調査し，文献を探索し解読する。 

（５）薬をめぐる倫理研究及び薬の歴史文化

研究を国際的視野で遂行：海外の連携研究者

の協力を得て，海外の実情を把握する。公開

国際シンポジウムを開催し，研究課題につい

て対話を深め，研究成果を公表する。 

 

４．研究成果 

（１）薬をめぐる倫理学の構築 

薬業界各分野（製薬会社医薬学術統括部，大

手薬局営業本部，薬剤師認定制度認証機構，

臨床試験管理センター，緩和医療薬学研究，

病院の緩和ケアチーム，地域保険薬局，薬の

評価システム，韓国薬学界）から９名の専門

家を招聘し，現在の薬事医療行政のもとで薬

剤師が直面する課題について専門的知識の

提供を受け，倫理・制度面及び歴史文化面か

ら対話を深めた。このうち公開講演会の形で

３回実施し，関連専門職や一般市民との対話

も行った。 

中外製薬（本部及び工場），東京警察病院

薬剤部，聖路加国際病院薬剤部・緩和ケアチ

ーム，国立新潟病院、玉川大学脳科学研究所

などを見学し，現場の実情を調査した。 

以上の取り組みから，下記のことを明らか

にした。 

①薬の開発・製造から治験，販売，使用に至

るまで，じつにさまざまな倫理的・制度的問

題がある。薬業界にはおびただしい法令があ

るため，それらのほとんどが法的対応の問題

でもあり，薬業の現場では，法規制に従って

マニュアル的に処理される傾向にある。しか

し，ただマニュアルに従うだけなら倫理教育

は要らない。なぜそれに従うのか，その「理

由」を問い，そこから法規制の意味も問い直

すことが薬学における倫理教育にとって重要

であることを明らかにした。 

②薬をめぐる倫理は医療倫理の応用編と考え

ていたが，医療倫理よりもはるかに広大な領

域をカバーする。薬剤師は環境衛生に関わる

職業である。河川や水道水への薬成分の流失

が生態系に与える影響も懸念されている。ま



た，薬の開発過程，とくに前臨床試験では大

量の実験動物が犠牲になり，動物倫理面から

の批判もある。また薬の多くはビッグファー

マによって開発・製造・販売されるため，企

業の倫理やCSR（企業の社会的責任）も問われ

る。薬をめぐる倫理は生命・医療倫理，環境

倫理，動物倫理，企業（経営）倫理という応

用倫理学の大テーマをいくつも包括している

ことを明らかにした。 

（２）職業意識の調査 

薬剤師及び薬学生，看護学生の職業意識なら

びに倫理教育の現状を調査し，調査結果を本

プロジェクトのＨＰに掲載し公表した。 

・調査期間：2007年９月～08年３月 

・調査対象：日本社会薬学会，日本医療薬学

会，日本薬学会の会員，薬学生，看護学生 

薬剤師は自分の能力を発揮できることや興

味のある仕事であることを重視し，患者・顧

客と直に接せられることや仕事内容が楽な

ことは重視していない傾向にある。薬学生は，

収入が多い，仕事内容が楽を重視しており，

看護学生は患者・顧客と直に接せられること

や教育内容が充実していることを重視して

いることがわかった。 

（３）薬剤師の倫理教育プログラムの構築 

全国の薬学部では18年度に６年制に移行し，

現在，６年制教育の実質化に取り組んでいる。

カリキュラムのなかに倫理の授業を設定し，

「薬学教育モデル・コアカリキュラム」（日

本薬学会，2002年）にそって展開するところ

が増えている。しかし，この「モデル」には

問題がある。冒頭に「A 全学年を通して：ヒ

ューマニズムについて学ぶ」を掲げている．

「ヒューマニズム」という標語が漠然とした

情操教育のイメージを与えている．（１）②

で述べたように，薬をめぐる倫理は環境倫理

や動物倫理をも含み，対人関係の倫理に限定

できない。ヒューマニズムというスローガン

を超えて，例えば，「全学年，全生涯を通し

て，いのちと人間と倫理について学ぶ」とい

った，21世紀にふさわしいもっと包括的な構

想に改訂する必要がある。 

 倫理教育を指示しているところは「薬学教

育モデル・コアカリキュラム」のＡ，Ｂ，Ｃ1

8や，「実務実習モデル・コアカリキュラム」

に分散していて，各学年をおって倫理教育を

どう深めていくかについて，もっと明快な一

貫したプログラムが必要である．全国の薬学

部で，倫理について何をどう教えてよいのか

戸惑いが見られるが，それは「モデル」にも

原因がある。こうした問題を日本医療薬学会

や日本薬学会の大会シンポジウムで提起し，

薬学雑誌に２本の論文を投稿し査読を経て掲

載された。薬剤師の倫理教育プログラムにつ

いてのこうした問題提起は薬学教育に携わっ

ている教員の共感を呼んでいる。 

倫理教育を全学年で展開するという薬学会

の方針は是としたいが，時期的には，とくに

実習前後を重視したい。職業倫理はプロフェ

ッション（専門職）としての自覚がないと身

につかない．倫理教育を「教養科目」と位置

づけて，薬学の専門教育の邪魔にならない低

学年に設定するのは見識を欠く．実習前の授

業で，薬をめぐる倫理の基本と実践的な倫理

教育を展開し，実習後に実際に体験したケー

スなどを出し合い，グループ討論などで検討

しあう。実務実習の好機に，倫理・法規・政

策を一貫した連関のなかで考察し深めて行く

「薬剤師のための倫理と法」という包括的教

育モデルの構築が求められている．それは科

学リテラシーと倫理・法リテラシーをともに

向上させるような，きわめて学際的で総合的

な教育構想となる。 

以上のような内容を，理論編とケース検討

編から成る『薬剤師のモラルディレンマ』に

まとめ，まもなく刊行予定である。ケース検

討編に収録する15ケースを『薬局』（南山堂，

2008年１月号-2009年６月号）ですでに先行的



に公表した。本連載は大きな反響を呼び，い

くつかの薬学部の授業ですでに教材として採

用されている。『薬剤師のモラルディレンマ』

は教科書の刊行であると同時に，いま求めら

れている薬剤師の倫理教育プログラムを具体

的に提示するものと期待されている。 

（４）薬の歴史文化的研究 

内藤記念くすり博物館，ソウル大学医学部博

物館及び付属病院，韓獨医薬史料室，ホジュ

ン博物館，富山大学和漢医薬学総合研究所及

び民族薬物資料館，薬種商の館金岡邸ならび

に広貫堂資料館，大阪大学総合学術博物館特

別展「21世紀の薬箱」，インドの薬学やアー

ユルヴェーダ，中世イングランドの病院を

中心とした医療と宗教の文化史などを訪

問調査し，薬全般について共通理解を深める

とともに，下記の点を明らかにした。 

①アジア・ヨーロッパにおける伝統医療や生

薬・ハーブ等に注目し，それらの歴史と宗教

的背景と心性までを含めた研究のなかから，

補完代替医療や統合医療における薬の役割

の重要性が明らかになった。 

②韓国における研修および韓医学文献（韓国

語）の翻訳を通じて，韓医学薬学が日本医学

薬学のルーツの一つとして重要であり，両者

の関係についてさらなる解明が必要である。

③以上の成果を基礎として，西洋薬に限定せ

ず，幅広い視点から薬の歴史文化を包括的に

概観できるテクストを編集し，まもなく刊行

の予定である。 

（５）国際的な対話 

①2007 年９月 15 日に静岡で，国際シンポジ

ウム「医療・薬学の歴史と文化」を開催した。

海外連携研究者，ランツェラート博士（ドイ

ツ生命環境倫理学情報センター研究主任）と

レネヴェイ教授（ローザンヌ大学）を招聘し，

両人及び奥田潤教授（研究分担者）による提

題をふまえ，病気の概念とエンハンスメント，

医学の権威化とその権威の解体，薬師信仰と

薬にかけた病気治癒への祈りなどについて

東西比較をふまえた検討を行い，国際的対話

を深めた。本シンポジウムは公開され，研究

分担者以外に，テーマに関心をもつ 20 数名

の研究者が全国から参加し，学術交流を深め

た。講演原稿録（英語＋邦訳）を事前に作成

し，参加者のほかに関連機関にも配布した。 

②研究成果を下記国際学会等で発表した。 

・第68回国際薬学連合(FIP)学会 

・3rd International Anchoritic Society Sy
mposium，International Medieval Congre
ss，The British Society for Eighteenth-Ce
ntury Studies 38th Annual Conference 
・International Conference on Human – 
Computer interactionなど・ 

③研究成果を本プロジェクトのＨＰに掲載し，

情報発信し，研究ネットワークの構築に努め

ている。 
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